
2020 年度 統合プログラム  

テーマ D研究成果の発表状況 

 

１．学術発表件数 

● 論文発表 113 件（査読付き：83、査読なし：30） 

● 口頭発表  63 件 

 

（課題毎の内訳） 

i. 極端なハザードの強度と頻度の長期評価 

a. 論文発表 48 件 

b. 口頭発表 26 件 

ii. 21 世紀末までのシームレスなハザード予測 

a. 論文発表 13 件 

b. 口頭発表 11 件 

iii. 過去災害のハザード分析と気候変動要因の評価 

a. 論文発表 26 件 

b. 口頭発表 12 件 

iv. ハザード評価のアジア・太平洋諸国への展開と国際協力 

a. 論文発表 7 件 

b. 口頭発表 1 件 

v. 様々な変化を考慮した後悔しない適応戦略 

a. 論文発表 9 件 

b. 口頭発表 7 件 

vi. バイアス補正法・極値評価技術の開発 

a. 論文発表 9 件 

b. 口頭発表 6 件 

 

２．広報活動 

 

２．１ テーマ D全体 

 

【講演】 

1. 2020/6/30、「気候変動×防災」国際シンポジウム（パネラー）、環境省主催、ウェブ

開催、中北英一. 

2. 2020/6/30、“日本の自然災害に関する気候変動予測と適応に向けた展望”、録画発表

（ウェブ公開）「気候変動×防災」国際シンポジウム、環境省主催、ウェブ開催、中北

英一. 



3. 2020/8/6、「防災研究所における気候変動研究のこれまでの歩みと気候変動研究ユニッ

ト」、気候変動リスク予測・適応研究 連携研究ユニット、キックオフワークショップ

（話題提供、ウェブ形式）, 京都大学防災研究所, 中北英一. 

4. 2020/9/30、「何故、気象学にもどっぷりつかってきたか？」、第三回水工学オンライ

ン連続講演会、土木学会水工学委員会主催、ウェブ開催、中北英一. 

5. 2020/11/9、「気候変動による水災害リスクの増大と適応」、令和２年度中国地方建設

技術開発交流会、岡山県会場（京都大学からのライブ配信）、中北英一. 

6. 2020/11/12、「自然災害に関する気候変動予測と適応戦略」、環境省・環境研究総合推

進費 S-18、気候変動影響予測・適応評価の総合的研究、公開シンポジウム、「気候危機」

の現状と将来予測 -気候変動リスクに立ち向かう我が国の研究-、ウェブ開催、中北英

一. 

7. 2020/12/19、「気候変動と豪雨災害」、気象学会関西支部 2020 年度 第 2回例会、ウェ

ブ開催、中北英一. 

8. 2020/12/14、”Perspectives on disaster related climate change impact assessment 

and adaptation in Japan", Global Environmental Action (GEA) International 

Conference 2020, ザ キャピトルホテル 東急、 東京、中北英一. 

9. 2021/1/29、「豪雨災害分野の気候変動影響及び適応」,気候変動影響評価・適応策検討

に関する中級研修会、国立環境研究所主催、ウェブ開催、中北英一. 

10. 2021/2/9、「水環境・水資源、自然災害・沿岸域分野の気候変動影響の概要について」、

気候変動影響評価報告書公表記念シンポジウム、環境省、ウェブ形式、中北英一. 

11. 2021/2/9、「報告書からの示唆と今後の課題等について（水環境・水資源、自然災害・

沿岸域分野）」、気候変動影響評価報告書公表記念シンポジウム、パネラーハ発表、環

境省、ウェブ開催、中北英一. 

 

【テレビ・ラジオ】 

1. 2020/7/7、クローズアップ現代＋、“梅雨末期豪雨”命をどう守るか、NHK 総合テレビ、

中北英一. 

2. 2020/7/8、情報ライブ ミヤネ屋（全国版）、第一部、よみうりテレビ、中北英一. 

3. 2020/7/9、ニュースほっと関西、NHK 総合テレビ、中北英一. 

4. 2020/7/12、NHK スペシャル、「豪雨災害 今何が必要か －命を守る避難スイッチ」

NHK 総合テレビ（スタジオ生出演）、中北英一. 

5. 2020/7 月後半～8月中旬、”Dead Rain: Finding the “Switch” to Save Lives, NHK 

Documentary, NHK WORLD-JAPAN On Demand、中北英一. 

6. 2020/7/17、おはよう日本、「相次ぐ豪雨災害「流域治水」へのシフト」、NHK 総合テレ

ビ（全国版）、中北英一. 

7. 2020/9/27、目撃者、「暴れ水と生きていく」、FBS 福岡放送局、中北英一. 

8. 2021/1/9 NHK, NHK スペシャル「2030 未来への分岐点」暴走する温暖化 “脱炭素”へ

の挑戦 | SDGs, 佐山敬洋（出演）、中北英一（取材協力）. 



9. 2021/1/15、NHK クローズアップ現代＋、みんなでプラス、持続可能な社会へ “地球の

ミライ”は私たちの手に Vol.2、「「地球温暖化と”異常気象”の関係」とは？」、

NHK ウェブ版、中北英一. 

 

【新聞等】 

1. 2020/6/10 (近畿地方の梅雨入り日)、「科学で四季を感じる ③梅雨」、Clture カルチ

ャー、京都新聞夕刊、第 3 面、、中北英一 . 

2. 2020/7/6、「熊本豪雨」「暖湿流直撃で線状降水帯」、京都新聞朝刊、社会第１面、

（共同通信取材記事、他新聞複数にも掲載）、中北英一. 

3. 2020/7/7、「線状降水帯 厄介」「進む予測研究、精度課題」、毎日新聞朝刊（全国

版）、科学欄、中北英一. 

4. 2020/7/16、「前線停滞」「西日豪雨本越え」、毎日新聞朝刊（全国版）、第 1 面、中

北英一. 

5. 2020/7/25、「短時間強雨 30 年で 1.4 倍」「九州豪雨など予測困難」、産経新聞（朝

刊）、第 2面、中北英一. 

6. 2020/10/31、「20～30 年先を見据えて」、ミニ論点、進まぬ温暖化適応策、毎日新聞朝

刊（全国版）、第 3 面（総合）、中北英一. 

7. 2020/5、第 1回 「最近の災害から思うこと」、 連載 「後悔しない地球温暖化適応 ~”

順応的”適応策の推進」, 隔月誌「地球温暖化」、 日報ビジネス社, No.67 (2020 年 5

月号), pp26-27, 中北英一. 

8. 2020/6、「気候変動への適応とは」, 特集「水対策を早急に！」、下水道協会誌，

Vo.57, No.692, pp.4-7, 中北英一. 

9. 2020/7、第2回 「どのような外力を想定して地球温暖化への適応策を考えるべきか？」, 

連載 「後悔しない地球温暖化適応 “順応的”適応策の推進」、 隔月誌「地球温暖化」、 

日報ビジネス社、 No.68 (2020 年 7 月号)、 pp28-29、中北英一. 

10. 2020/9、第 3回 「２～４℃の気温上昇に備える浸水想定を」, 連載 「後悔しない地球

温暖化適応“順応的”適応策の推進」、 隔月誌「地球温暖化」, 日報ビジネス社, 

No.69 (2020 年 9 月号), pp32-33, 中北英一. 

11. 2020/11「近年の豪雨災害と気候変動への適応」、特集「気候変動により激甚化する水

災害への適応」、国造りと研修、(財)全国建設研修センター、Vol.144, pp.16-19、中

北英一. 

12. 2020.11、第 4 回 「地球温暖化としての流域治水」, 連載 「後悔しない地球温暖化適

応  “順応的”適応策の推進」、 隔月誌「地球温暖化」、 日報ビジネス社, No.70  

(2020 年 11 月号), pp26-27、中北英一. 

13. 2020/12、「アンサンブル予測の持つ意味と役割」、連載企画「気候変動下の降雨評価

におけるアンサンブル手法の役割 ～今後の治水対策の強化に向けて～」、河川、(社)

日本河川協会、第 76 巻、第 9号、pp2-6, 中北英一. 

14. 2021/2、「豪雨災害と気候変動への適応」、学士會会報、No.947(2021-II)、pp.2-7、

中北英一. 



15. 2021/1、第 5 回 「防災分野以外の地球温暖化適応」、 連載 「後悔しない地球温暖化

適応“順応的”適応策の推進」、 隔月誌「地球温暖化」、 日報ビジネス社、No.71  

(2021 年 1月号), pp14-15、中北英一. 

16. 2021/3、第 6 回 「忍び寄る温暖化影響 ～科学の継承を捉えて」、 連載 「後悔しない

地球温暖化適応“順応的”適応策の推進」、 隔月誌「地球温暖化」、日報ビジネス社, 

No.72  (2021 年 3 月号)、 pp34-35、中北英一. 

 

 

２．２ 課題毎 

 

(i) 極端なハザードの強度と頻度の長期評価 

1. 2020/9/5 読売新聞，インターネット版，「九州沿岸部で浸水被害の恐れも、専門家が

早めの避難呼びかけ台風 １０号」，森信人 

2. 2020/9/5 読売新聞，朝刊・10 面，「干拓地多く高潮リスク」，森信人 

3. 2020/6/5 中日新聞，夕刊・2面，「海の恵み 脅かす酸性化」，藤井賢彦 

4. 2020/6/7 静岡新聞，朝刊・6面，「脅かされる海の恵み」，藤井賢彦 

5. 2020/6/7 中国新聞，朝刊・11 面，「貝やサンゴ 死滅の危機」，藤井賢彦 

6. 2020/10/25  第 114 回サイエンス・カフェ札幌（日本海洋学会出前），「描け！ぼくら

の『海の未来予想図』」，藤井 賢彦 

7. 2021/1/13 きたネットラジオカフェ，「地球温暖化・海洋酸性化・貧酸素化が海洋生物

に及ぼす影響」，藤井 賢彦 

 

(ii) 21 世紀末までのシームレスなハザード予測 

8. 角 哲也・野原大督：毎日新聞他全国 5紙・電子版多数， NHK ニュース・京都 NEWS WEB

他，感染症指定医療機関の 4分の 1で浸水の可能性 大規模洪水時に，2020.4.29 

9. 角 哲也：NHK BS1 スペシャル「水害から命を守る・感染爆発と複合災害を防げ」，

2020.6.7 

10. 角 哲也：京都新聞 事前放流 水害減らせ 京滋ダム 19 ダム 貯水容量拡大，

2020.6.27 

11. 角 哲也・野原大督：毎日放送「News ミント！」【特集】2018 年の西日本豪雨を教訓

に...ダム『事前放流』の課題は？ 脅威増す豪雨に備え"安全な運用"目指す，

2020.6.30 

12. 角 哲也：京都新聞 水害対策でダムの「事前放流」広がる 降雨予測外れる「空振り」

懸念も，2020.7.6 

13. 角 哲也・野原大督：日本経済新聞社 拠点病院３割 水害リスク 西日本豪雨２年，

2020.7.6 

14. 角 哲也・野原大督：日本経済新聞他多数 緊急放流まで水位あと 10 センチ 球磨川

上流のダム満水，2020.7.9 



15. 角 哲也： J-WAVE, Jam The World, CASE FILE 「ダムについて（全４話）」，

2020.7.20-23 

16. 角 哲也：毎日新聞 クローズアップ「事前放流 はや限界」，2020.7.29 

17. 角 哲也・野原大督： 読売新聞 川辺川ダムがあれば・・・人吉の氾濫水量１割以下，

2020.8.2 

18. 角 哲也： NHK 和歌山放送局「ギュギュっと和歌山」相次ぐ豪雨災害 洪水対策の今，

2020.9.2 

19. 角 哲也：読売テレビウェークアップぷらす 熊本豪雨の爪痕～ダム建設論議が再燃、

徹底検証，2020.10.24 

20. 角 哲也：ニューズウィーク日本版 世界が騒いだ中国・三峡ダムが「決壊し得ない」

理由，2020.10.24 

21. 角 哲也：2020 年 7 月豪雨：球磨川流域のダムについて，京都大学防災研究所ニュー

ズレター，No. 95, 2020.10 

22. 角 哲也： NHK 時論公論「川辺川ダム 建設へ転換～投げかけるもの」，2020.11.20 

23. 角 哲也：日経コンストラクション 川沿いに生える樹木が凶器に，2020.11.23  

24. 角 哲也：山梨日日新聞他多数 ダム土砂 貯水量を圧迫，2020.12.9 

25. 角 哲也：熊本日日新聞 模索 流水型ダムの実力は 流量調節できる司令塔，

2020.12.23 

26. 角 哲也：Challenges on Flood and Sediment Management of dams under changing 

climate in Japan，Keynote Lecture, IAHR-APD 2020 Sapporo, 2020.9.15 

27. 角 哲也：SIP統合ダム防災支援システム，危機管理産業展2020 セミナー，2020.10.23 

28. 角 哲也：気候変動とダム堆砂が利水に及ぼす影響とダム再生に関する研究，国土文化

研究所，2020.11.17 

29. 角 哲也：『ダム堆砂対策の促進に向けて（提言）』， 『ダムに関する動画作成（ダ

ムの役割と操作編／ダムの環境管理編）』， 『大規模洪水に対するダム工学会の貢献

（大規模洪水対策ＷＧ）』，第 30回特別講演会，ダム工学会，2020.11.19 

30. 角 哲也：今こそ問う水力発電の価値～その恵みを未来に生かすために～，中央電気倶

楽部，2020.11.27 

31. 竹下伸一，梅雨時期の豪雨について，MRT ラジオ みんなの防災カフェ，2020 年 7 月 3

日放送 

 

(iii) 過去災害のハザード分析と気候変動要因の評価 

32. 2020/7/6，読売新聞，「未明の豪雨 大被害 「高温化」増える水蒸気」，竹見哲也 

33. 2020/7/7，朝日新聞，「梅雨の末期、猛威ふるった多量の水蒸気 豪雨は予測困難」，

竹見哲也 

34. 2020/7/8，読売新聞，「九州 7 月豪雨常態化 梅雨前線に線状降水帯次々」，竹見哲

也 

35. 2020/7/8，産経新聞，「梅雨終盤、豪雨招く「湿舌（しつぜつ）」 湿った空気停滞、

気温上昇で雨量増」，竹見哲也 



36. 2020/8/3，朝日新聞，「未明に浸水９メートル、被害拡大 九州豪雨１カ月 居座る前

線、そこに大量の水蒸気、積乱雲次々」，竹見哲也 

37. 2020/8/31，読売新聞，「ビル風 台風時に威力増 京大解析 最大瞬間風速の1.5倍」，

竹見哲也 

38. 2020/9/3，読売テレビ，ミヤネ屋，「台風１０号「特別警報」の恐れも…今できる備え

＆避難考え方は」でコメンテーター，竹見哲也 

39. 2020/9/3，日本テレビ，news zero，「台風 10 号の暴風への備えについてコメント」，

竹見哲也 

40. 2020/9/4，朝日新聞，「特別警報級の台風 10 号 脅威のわけは熱帯並みの海水温」，

竹見哲也 

41. 2020/9/5，読売新聞，「台風「命守る対策を」 気象庁 瞬間風速 85 メートル予想    

赤道域並み海水温 発達促す」，竹見哲也 

42. 2020/9/7，読売新聞，「台風１０号、太平洋高気圧の張り出しで西に進路」今後の台風

活動についてコメント，竹見哲也 

43. 2020/9/8，朝日新聞，「コロナ禍の台風、２０万人避難 ３密対策で定員減、避難所満

員も  ９号通過→海面水温下がる→勢力やや衰える 「早めの行動、被害抑えられ

た」」，竹見哲也 

44. 2020/9/8，毎日新聞，「台風１０号 勢力弱まった理由は？    「９号」通過で海水温

低下」，竹見哲也 

45. 2020/9/8，西日本新聞，「先行9号が影響？台風10号「特別警報」見送りの理由」台風

10 号の移動に関すること、および今後の台風活動の見通しについてコメント，竹見哲也 

46. 2020/9/10，週刊新潮，「「”伊勢湾台風級”台風」が首都圏直撃ならどうなる！？」

の記事でコメント，竹見哲也 

47. 2020/9/18，NHK，時論公論，台風 10 号の予報に関する資料提供およびコメント，竹見

哲也  

48. 2021/1/11, NHK World, Bosai: Science that Can Save Your Life #3 URBAN WIND 

STORMS, 竹見哲也 

49. 2020/5/19，河北新報，朝刊・16面，「出水期再び到来」，筆保弘徳 

50. 2020/5/19，宮崎日日新聞，朝刊・4面，「避難所でも警戒」，筆保弘徳 

51. 2020/5/19，下野新報，朝刊・4面，「出水期再び到来」，筆保弘徳 

52. 2020/7/9，京都新聞，朝刊・6 面，「自然を見つめ災害に挑む」，筆保弘徳 

53. 2020/7/15，中部経済新聞，朝刊・13 面，「自然を見つめ災害に挑む」，筆保弘徳 

54. 2020/7/28，西日本新聞，朝刊・7 面，「自然を見つめ災害に挑む」，筆保弘徳 

55. 2020/8/1，西日本新聞，朝刊・3面，「人」，筆保弘徳 

56. 2020/8/1，沖縄タイムズ，朝刊・7 面，「今の人」，筆保弘徳 

57. 2020/8/1，北國新聞，朝刊・7 面，「きょうの人」，筆保弘徳 

58. 2020/8/2，静岡新聞，朝刊・2 面，「時の人」，筆保弘徳 

59. 2020/8/4，宮崎日日新聞，朝刊・2 面，「人」，筆保弘徳 

60. 2020/8/4，山陰中央新聞，朝刊・14 面，「自然を見つめ災害に挑む」，筆保弘徳 
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